
1 
分間の交通難解消

1日平均50併合から8000台 いるもので全長 192門師、車

_Cf)主主適量がある主要地方選 道慣買は宮市で南側に側溝

平塚重富野線が生れかわろう がついて 10m、ふつ5の還

としでいます@秦野県道の 鐙よりあつい鴎層式部セン

名で親し主走れるζの道は平 チ舗装で重交適応配甘える重宝

塚新宿四つ角と秦野市をな 昔?といわれます。病原土手

ずぷ平緩の放射状幹線のび から金図111の認を使って南

とっ。 1日往復 280ヱドの神 下、!日南原どみ焼却場の所

奈中パスが王監目、沿線には にレオンハルト工法の平塚

原農試や東海大学、平援カ 橋 C650C万戸ヲ〉を架けて玉

ントリークラプをはじ出急 111を渡D、上平塚の車部iを
速な宅地化が~，んで交通 かすむで小後111のよを東海

ラッシユ。とくに金目111か 道まで直線に定Dます。用

ら離れると南原一向原-i邑 地買収は111を使ったため普

分鹿は昔のまふの 7.5m困層 i麗の5分の1ですみ、質収

露で交通¢難所となってい 震はぐっとき Pつめられた i

設すo 己¢秦野県還を衛藤 とはいえ、総事業震は 2億|

土手から上平家一古花水詰ニ 120C方向、 1mlC万円をこ i

むけて一挙に南下させ直接 え忍計算です。 1月20Bii'! 

国道1号僚につなぐ工事が 愚終工期で開通すると車は!

すすみ年内に舗直室、来春 1 国王室と向バイパスに濠援つ;

汚開通することになりまし ながる新道に流れ、南原-

たo照平塚土木事務所が38 追分間の主主通事情はー単語二 l

年から用地質収、 39-40年 改議されます。道路の照サ

度で改良工事を行なレb今年 イドにはさらに 3間ずつの
度仕上げの舗装をいそいで

用地が翼つであ D、ゆくゆ

る名今揺機 く は 歩 道もつけられる計

三3ままき墨 画。柑平塚 絡 の た も と に
愛てらまかあ 第 3審問の消防署南原出塁重

警動獲合え重 附濯設中の ほ か 、 新 選 取
脈事事幹ま踏
をし E罪レ警 り付けで十字路になる東雲

主主計た槽
怒っす量 。E 橋のご車線化を年度内に行

く。を十転 なうなど、この滋の活用を

昔十薗中です。
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〈第3種郵便物認可〉 第四号号

投薬m型j有権奪数

事華街野中学者畳 一4076
重富士見公民銀 …3230 
江南高校…ー句い 3435
市役所0・.....・…3550
見間出合体湾童書 …2294 
1田市役所…-… 2074
市慰セン ター… '1844
崇欝小学校・..いいお:rr
松原公民館日一一3告30
市立額謹書館・ ・...3595
花水小学筏一…二3238
花水公民館… ω6・4・..3439
E聾議会館 。……3106
須賀公民館…守…3368
太洋中学校・ ...3526 
港小学校 h ・....2632
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…一……一……金百幼稚園を新設
劉教育費関係・ 2819万円を場怒

0…学校整備では、11!l小学校校舎

昆霊祭、同校運動場排水溝工事、金

畑中健所増設、金問小特別教室藍備

品構入などを予算佑しました@

T品小学授は391奇」藍に鉄筋コン~!J
ート 3階建て普通君主宰12の第 1佼
舎を建設、続いて現夜間潟撲の第

2絞舎、普通教護2、特別教室・

管理室鑓係を工事中です。今臨こ

れに鉄筋コンクロート 3鴎 256平
方 m、普通 3教室分を増築するこ

とにしたもの。場築は第 1校舎東

側につぎたしますが、これが完成

すると伺授の木造中校舎を解体残

るは北校舎だけになる計磁です。

第 3校舎は44時度につくる予定。

会図小学校では、普通教室6・理

科@図画・音楽窓など鉄筋3階建

て1384平方mの新校舎をよ725万円

で建設中ですが、今期この特別教

室に入れる備品購入貨を計上しま

しl'c。
。日浜55中学校内の国有地3226平
方 mを 1002万円で質収するととに

なったほか、金密

城島公民館の外ざ

しました。金自幼椛関は、地元の

強い童書皇室でことしの4月から市役

場あとに 1学級を開設しました。

今後、金田小新校舎の完成によっ

て不用となる18絞舎を小学校東側!

の予定地に引き家し、これに付属

施設を取 Dつけて 2学級定員別名

の幼枕閣とするもの。完成すると

市立 6番慢の幼稚園となります@

…'~"，，..，.，;~，，，.，..q ... '-.，，……ー，
消火せん25去を新設

霊童消防費関係・ 91万円を場事軍

O.冬をまえに、県営水道消火せ

ん25基を新設することにしました

とくに、このうち12基は、住宅が

議 激I¥:;与えている服地ほの河内と

極に取り付ける針盤です。取り付

け場所は趨ト河内4、松嵐町2
タ濁ケ丘 1、平塚新窃 3、潟入7

-…一…………市営水道施設省三整備

量轟飽易水道事業障害保・ 621万円増額

Q. 金Eヨオく滋事務所木造2需主主霊て

の資材倉庫をはじめ治倉障などー

濯の付言語施設を整備するほか、金

問水道動力灘転設瀦改修工事、周

ガソリンカエンジン設援ヱ察、書記

水管布設がえ約10∞米分などを予

算化しました@

覇軍競輪悪業関係・ 2625方向を増額

O. ・競輪場の走路4360平方mの舗

幽装など場内務機芯2000万円をかけ

るほか古∞人分の緑化そ~脅新設
します，

聾童公宍下水道事業関係・告24万開場

0・.'公共下水道工事を行なってい
る明お町通む、八替市大内通担、!日

厚木線など路葱復!日工事鐙をはじ

め公共下水道箇窃設計饗託斜、受

主主者負担金総付報償金などを予算

4むしました@

一…ザー…一一一財源は競輪競馬奴益など
一般会計内の矯正は土木質9633万円

数湾資員二3430万円、総務費に3212万
円、鐙師商工費2649万円、民主主演に

2336万円といった願です。これを支

えた財源は、競輪競馬事業の好識に

よる諸収入の繍8691万円、潟県の支

出 金4020方向、市税措成分3952万

F司、市債3060方向、臨時地方受付税

2820万円などa これで市税ii'一般会

計内にしめる都合は52%、童話輪競馬

収益などの諸収入は23.9%と主主りま

した。

主主完芝、繍工E後の一般会計を1性質別

に分けてみますと、収入蕗で自主主耳昔

話註は25億546ο方向にのぼり収入総額
の85%、支出面では投資的な麓設事
業費/うす12億 7270万円で (43.1%)人
件費呂鐙2163万円で (27.9%)、物
件草壁その勉の消費的経費は 4億8111
方向Cl6.3%Jなどとなります@

(4) 第 180号

谷川排水路は最終工事

0..・1I!l地区をゴちからななめに横断

ナる河内Jli-i菌称大排水の護岸改

修を下流から手がけるととになD
ζこで'20m分を予算佑しました

第 1期工事として下流から万四揚

を 5か年程度で改

今後毎年予算をつ

ける方針です。

また、三共平塚工場東側から中原

小の義手をとおり、三五111へ落す谷

111排水路のうち、中原小護手一三正

111留の流京 525mに鉄筋コンタワ

ート管を布設、マンホール15か所

をつくるなど、改修工事を行ない

ます。 ζの工事によって谷川砕水

路全長1480mは東中原・中原・清

原一帯の幹線排水路として完成、

将棋はこの地区の公共下水道幹線

になる予定です.

一一一大島線の踏み切りも

〈第3種郵便物認可う

符E瞳設改

復[吾、土
}万円の支

総務部財政諜は、さ曹の市議会で成立した41年度由月檎工E予算の内容を発表しました。鰭疋額

は一般会計2億2654万円、競輪競馬会計 5嬢4645万円、鯖易水道余計と下水道余計に1686万円

で、合計7鐙 8987万円ほと。これによって今年度一般会計の予算額は29億円台に、特別会計を

合算すると84億7∞0万にのぼDました。今期待正によって、一般金訴にはあらたに約2
建設事業費を計上しましたo41年度予算にさらに広範盟盟主主肉付けを行なぞったものぜ、1I!l

路線の舗装をはひめ、関東霊童橋の拡溜・谷111俳水路流末の改修工事・八橋須賀線立体主主主豊設計

震 a 沼南海岸公摺50mプーんの整備費・湖南平開発予定地の質収・中央農協有線統合毒事業応対

すお補助金ー一連の五~)車安全対策費など数多くの事業を予算化し設した。

の初の犬

の統合益二

るといわ

方向を市

混在中

【併食えの

でいます

と叡送室

家の適格

薗です。

いま梨の

、己こに

を鍛える

権助する

蕊のつ串

ど十数か

を出しま

0..都市計溜街路関係では、バイ

ロット部から城島地区大島へのば

ナ業浅間大島線の渋田111新設橋に

今年度国摩矯勤がつかないことに

な E伺予算19初万円を減額、この

うち約1日00方向をふむかえて、黒

吉古の街路鱗議、東浅属大島線の踏

切など 7件の事業を計 E富じまし

た。

①街路舗装は平家海岸伊勢原線の

うち桃浜町パス停から海岸記向っ

て 1∞m と、議~ßI打線線 400m、

八怖須賀織のうち名聞陸部変髭点

から競輪場前までの 150mそ工事

します。

団地内

を取り付けることにもなlJjj';し

た。東浅関大屋号線は注壌中校隠西

側からパイロットまえをとおり大

島へぬける道路で、工場通勤者や

自動車のi車内が多くこのうち富士

チタンまえの引込み線踏み切りが

で吉ないた晴、童話草野県道への出口

が不適になっていました。今度の

予算で引込み織の踏み切むがつけ

ば、秦野県道から霞線で、バイロ

ット・三共・大野中方面へはいれ

るζとになります。 a海岸南{中輯

へは中央地下道から海岸にむかつ

てセンターラインをつけ交通の安

全をばかります。
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地改良区

1298万F弓
ました。

区は清算

しますa-コン

遭難自彊車

金と、魚

万円を予
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津上の八

開5600万
125世帯

、この4
コンをつ世

童話に備え

は 3分の

いかだ設

魚市壊に

、魚腐物

53平方m

年当時の

万円とい

に見合5
廷の北髄i
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写真・①第2校舎を建設中の趨小学校…補正で第1校舎に3教室置を増築する。Q:泊先父兄の
黙認にこたえて古河入口発豊富需につけたガードレール。③3mひろげることになった東禦
橋…繕の手前があたらしい素塁手県議のと担つけ地点で大きな十字践になろうとしている。@
溺湾海岸公闘の25m第 2プーJhこの君主側にさらに50mの第3ブーんをつくることになったe

一告書装
豊増額

徳延公所線

~e 語路線

一ノレ

Lめている港地区産量

挙公題担二第3番闘の

水泳プ- Jレ50mX20mをつくり、

プール周辺氏00平方mの護地工事

とプーんへの給水施設そっくる経

費を予算化しました。すでに15m
X20mと15mX25mのふたつのプ

ーんが完成してお担、こんどつく

る約mプーんが最大。できれ';1:来

年の重重までにオくを入れて一般に解

放したいと担当諜では計臨してい

ます。湘南海岸公額は太洋中南側

沼南下ライブウェイ史ぜの一帯に

造成している市内務2の公草皆吉、

芝生 a 運動場 e 駐車場・プーんな

ど、予定施設の半分以上を完成す

ることになむます。

大久保公重量のさる小選をすべ D台

の南側へうっすほか、港公庫霊・長

短公鴎・袋町公務の施設整備費・

花水公霊童の施設移転費も予算化し

ました。 m水公霊覇は花水産笥Ja衝を

と詰る平塚大磯海岸線の拡張で用

地をとられるた岳、道童話より北側

のあ宮地に毒事転ずるものです。

。口組南平の北側、谷をはさんで

ました。開発公社で買収をすふめ

ている所で、寺島はその第 1次 分

める予

つけ来年 Hlの設計完了をまつで

着工していく ζとになDます。

花水小学校前から花オく商正当街をと

がありこれも今期設計祭統制をつ
けました。

2車線?と拡熔

0..病療土手から沼地区へ渡る東

察機全長65mを 3mほどひろげ、

一方滋行苦雪解治することになりま

した。これは同地点からよ平塚一

吉花水へ新薬野県道がつくられ橋

の南原側が交通量の多い十字路と
なり、現状では夜通困難者沼くと

この橋は最近

でさきに下流鎚へ歩道橋をつけて

歩車選者区目立しました。今回は車

道を上流側へひろげ片側一車線と

して自動車のずれちがいを可能に

する ζ とになったものです。

金日f地臣互主主来構 (41花〉、寺壬子大

橋〈呂則、豊豊田小打線 (4m) 

通勤に必婆なもので、ヱ費の一昔話

を工場側が負担するかたちで施工

します市街地の防じん鱗装工事

5的 m分も予算化薦入その飽の綱

還にアスフアルトをしく費十爾も紹

み入れました。

一 一花7.K喜善活街通り拡張へ

。…昨年度いったん予算をつけな

がら見送 Eとなった八幡須賀線の

立体交差新設工事は、溜鉄新線富十

臨もほぼかたまって、己の10月に

九州復建〈楳〉

段階になり、 L

向を計上しました。

は須賀の航空豊富台から競輪場前一

国道1号線一馬入工業街地をむナ

ぷ八橋須賀線の思鉄東海道線交差草

地点につくるもので、中央地下道

匝二次ぐ平塚第 2の立体主主盤、規模

は中央地下道より大きbとなる予

定です。 3分の2菌態熔助、残P
を国鉄と市が分担し、総工事費は 3
億6000:万円程度の見込みで、ずで
『間関岩01'，車盟百冊温ナ車首、

む

は舗装することになった徳延公所

線をはじ岳、上万回パス停から進

和学園前をとおお総選万回う回線

上方国一小向腐の旭寺令袋線パス

道路、金侵一平須谷線、小熊再三回

線の来拡張部分主主ど。方自5回線

は息童話車がはいれるよ:;，こし、金

目干須谷線は観音橋から堤Jl:o沿い

に新道をつけ、千須谷線の継いカ

ープを解消するたbのものです。

⑤以上のほか沼地区の公月号谷戸市

営住宅へはいる送路の拡張工事費

神田小学校校庭慈備にともなう付

け替え道路の新設工事費、金田入

野線排水路工事費、広111地区の矢

橋浅井窪線の D部改

分、馬入 1号線の歩道

00平 方m分なども計上しました。

このうち金出入野線は金目111水神

橋から入皇軍部審にむかつて毘鉄新

幹線ガードまでi笥鰯に排水溝をつ

くE路頭り実震約髄貨をひろげる

ものこの道路に接続して新金国小

ζ とにな

閣
の
学
内
の
た
悩
多

5
学

も

ほ

5
路

の

プ

ト

一

で

@

機

ム

可

永

新

つ

分

案

遂

を

区

車

の

己

い

を

む

の

車

る

は

も

送

え

ン

ル

山

町

閣

た

内

欝

に

ト

ぐ

り

m
戸
東

装

地

動

揺

近

高

ち

き

己

働

す

D
の
山
出
ま
ポ
ア
は
計
し
ヤ
も
る
流
一
な
す
町
山
神
野

鵠
沼
自
〉
援
が
た
つ
は
白
装
こ
内
登
停
水
ブ
選
る
ま
一
路
、
か
下
日
つ
に
お
倒
襲

に
ぐ
援
ぞ
。
路
ム
め
翻
四
捕
鯨
ほ
広
平
ス
揚
ス
山
ず
し

r自
]
か

m
ク
寄
れ
圭
(
一

j
一
問
内
小
中
学
校
!

秋
の
文
化
行
事

九
月
中
ム
u
B金
組
中
で
行
な
わ
れ
た
中

学
校
潔
料
作
品
麗
一
駅
発
表
会
〈
出
話
箆

点
)
を
皮
切
D
に
市
内
小
中
学
授
の
承
の

女
佑
行
事
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す

m
R
8自
中
学
校
社
合
斜
作
品
展
示
発

議
会
(
太
洋
中
)
、
何

m
g英
語
祭
(
太

詑
1
)

、
票
日
小
学
校
普
愛
岡
市
山
田

セ
ン
タ
i
〉
、
間
鈴
田
花
時
中
学
校
音
楽

会
(
市
民
セ
ン
タ
ー
)
。

一一一人が

査
で
擾
秀
作

司

e

・
間
開
運
ポ
ス
タ
ー
-
.
，

第
十
一
一
一
間
一
同
国
磁
題
解
園
田
制
協
力
の
た
め
♂

の
関
連
ポ
ス
タ
ー
照
審
査
は
、
こ
の
ほ
ど

麹
連
協
会
熊
本
部
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

平
議
市
か
ら
は
仲
間
幽
家
本
器
製
氏
の
還
を

受
け
た
十
五
点
が
出
話
さ
れ
小
学
住
の
部

で
優
秀
作
六
点
の
う
ち
そ
の
半
分
を
独
占

す
る
な
占
好
成
績
を
お
さ
め

v

ま
し
た
。
平

家
市
関
係
の
県
審
獲
す
人
選
者
次
の
と
お

り
。
(
敬
称
略
)

醐
醐

A
級
(
巾
藍
住
の
期
間
)
マ
優
霧
、
ざ
と

う
と
も
こ
(
花
武
小
一
年
)
、
み
か
つ

や
す
ゆ
古
(
由
闘
士
見
小
二
年
)
、
金
子

和
弘
(
崇
普
小
五
年
)
、
マ
佳
作
1

回

中
耕
太
郎
(
山
県
議
小
m
同
年
)
、
伊
藤
宛

〈
崇
欝
小
五
年
)
。

醐
醐

G
級
(
高
校
症
の
部
)
・
マ
佳
作
、
決

野
え
っ
?
?
(
高
浜
高
校
三
年
〉



o.・‘獲量嵩関係の青果物出

護、有線放送統合、災害

地改良などに奇書助金120む
と詰を可決しました。

さきに発足した中央農協

事楽である有線電話政迭

は2761万円の工費がかか

れますが、その5ち 500
演でもつζとにしたもの。

央農協の有線政治也、合

7単位護協ごとに分散し

が、 ζれを新設のD:縁台

で統合レ、加入2800の援

を一本化しようという計

大野農協糞土集荷所は、

出荷に追われていますが

お方向の重量遷築機 1台

ため購入費の3分の1を

ζ とにしました。 4号台

あとである重量還の被議な

所の災害復!日にも補墨書金

ず。

昭和31年に設立、工事と

を39年に完了した馬入こと

の借入金の残額と向利子

を全額補助することにし

ζれによって問土地敬良

事務脅終γ、今年度解散

…一…漁船?とラジオピ-

O 水産関係では、漁飴

発信機設備に対する繍助

市場拡張工事設など 442
算化しました。

いま平塚濯には 4隻のか

あり、レ、ずオ1も 250Km 
丈島付近にまでと臼1魚、年

円台の水揚げを得て漁業

の生活を支えていますが

隻に一種のラジオ@ピー

サ、万ーのと曹の救助活

ょうとい5もの、補助串

1.作年度の救命用膨張

量障に次々ものです.市の

は、せり売習場をはじめ

E費、主主子罷所設ど合計 1

を場事罷します。 ζれは35
約 3倍、昨年度自綴4000

山…〆一一--〆…偽日…，叫…ザ一V 一……，
伺自崎奇城島lにζも広報無線

聾騒量総務資腐係 .2950万円を増額

0..広報無線受f書簡を今年度中に

関崎・城島@関原地区民こもi語設す

ることにしました。現在工事中の

金百・土沢地主主とあわせて、今年

度箇鉄新幹線北側の地域も残らず

放送調内に入れることにしたもの

広報無線は昭和ゴ9年度から 3年が

か Dで整備してきましたが、今回

の補正分が完成すると基地局 1、

受信周~6，総工賛2171万円の当初
市内27か月庁
、全市桜に

同時にお知らせ放送ができること

になむます。

。 市庁舎の5らに鉄筋コンクザ

ート平家建て 423平 方mと江湯中

譲に鉄筋2滋建て 700平方れの付

島庁舎を建設、市役所の車鞠セン

ターをつくることにしました。こ

の車覇者センターは大型型車12台、普

通車:;3台を収容、整備点検著書や 5
台関時の洗車場、 170人収容の作

業員室などをもち、分散収容して

いる清掃車・土木溺係車輪・衛生

騎係車などの専用車慮とする計童謡

です。 2か年計蹟で、今期その初

年度分2710万円を計上しました。

"，"'~"~i;"，，，・'，"，，..~#.，.."，，，，・'一一一.~"..".""

富士見小前?とも歩道橋
軍事民生費関係・ 295日万円者増額

。…安会都市対策としてガードレ

ール3152m、ボーンライン1500m
ナトリユーム道筋照明露呈8重量、捗

道橋 1ft>所、交通標識

どを予算化しました。

ガードレーんは、

ス馬入宜主目付け髭

前交差豊点までの1600mと、海岸璃

{中練中央地下道南側から海岸にむ

かつて15仁守飢のほか、間道 129号
線の古河需工入口交遊点に新設し

ます。 ζのうちo河入口主主豊富点は

ζとし2月無免許酔っ払いの暴走

ダンプカーが、 2少女をはね即死

させた地点で、地元PTAから設

蹟を熱皇室されていたもの。道路照

明燈はナトリユーム燈 200ワット

昭和 41年 10月1513 
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叫
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土
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誕二予算をつけました。

a:徳延公所線は、さき

了した河内徳盟主線に次

幹線で再草原土手から平

続前ぞ緩て、公所(ぐ

パス停に至る古 m若草路。

IB線誤二住宅が急提章、選

制まこ Eが新住宅地の

まし、自動車の通行も

くなっていましたe 今

ち小沢;m材寝苦古から平

続付近までの1200mを

ので、これで綴地内の

ほ解消します。 C
ひとつの鱗誌は、

纏星電5mで、上万国パ

登山道入口から中腹の

場付近まで 750mをア

舗装にします。 ζの登

42罰年度で全線を舗装

今回その半分を予算化

…一…重量橋のすりつけ送

③金白地区の金alllti:
f立、現在の木橋より30
年度から 2ft>年でコン

久橋を架設、金回一怒

Jレートとする計画。 ζ

ける河岸のふ 5m道路廷

を今葺話予算化レました。

回線のうち金問題語斎橋

慣を拡げるた阜の移転

方向、徳延公所線など

のための総量量

主事千むしました。

器書道

129号線とのD:鐙点、海岸路線機

il'<ゴム前夜琵点にそれぞれ取D付

けますe 寝士見川、正門前からまっ

すぐの地点では、国道ノ〈イパスに

学童重用の歩道管取り付ける計薗。

長異議小部と松原小前広次いで第 3
番目の横断際績で隠 1，5m、全長

21 m。国道ノ〈イパス全線片側関通

話二鍛えて取り付け安いそぎます。

。…D:遜模式 3902詳の予算化は、

新宿題后街を中心とするD:通規制

の強化に備えて予算化したもの。

ちかく車工谷町通白、明石町通!?:!I:

どは一方議行の措麗がとられ、片

側駐車が解禁となる予定で、進入

童書11:>右折禁止、駐車などの諸擦

織で京浜なみの規制が行なわれる

もよう。八纏大内通宮、西ロ軍記前

適担も片側駐車区憶になるといわ

れます。

業高校立軍側で、高窪山と花2k河口

をのぞむ{住宅地。ここに明年度鉄

筋コンクリート 3階建ての施設を

つくむ p華

所、 2~3

繁として、古くなった夕陽ケ丘母

子寮の母子家庭を移し宏ず。

-~，~"""._ .. /.._，."，._~……… 
有線放送統合に補助金

書量産量綴水産/翻工事費総係・ 2556方向

を増額
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禽みがきももうベテランである へたなおとなの歯よりぼくたちの方がきれいだ

保
宵
所
か
ら
は
、
き
ょ
う
も
元
気
な
う
た

声
が
き
こ
突
で
曹
ま
ず
。
お
と
う
さ
ん
も
お

か
あ
さ
ん
も
働
い
て
い
た
D
、
病
人
が
あ
っ

た
り
し
て
、
い
そ
が
し
い
家
の
こ
ど
一
も
た
ち

が
ζ
ζ
で
す
と
し
て
い
ま
す
。
市
内
の
保
脊

一
所
は
、
い
ま
公
立
五
、
私
立
豆
、
ど
吋
こ
も
定

曲
聞
い
っ
ば
い
で
、
涼
ち
ゃ
ん
か
ら
入
学
ま
え

の
幼
泊
ま
で
約
八
宮
入
が
、
一
日
八
時
閣
を

規
則
間
疋
し
く
く
ら
し
て
い
ま
す
べ
保
育
胞
は

ふ
つ
う
万
七
百
円
1
二
平
七
百
円
、
健
康
・

生
活
相
同
僚
・
社
会
性
・
知
的
発
達
・
情
緒
発

達
な
ど
の
密
か
ら
専
門
的
な
保
育
が
仔
な
わ

れ
、
ど
の
子
も
明
る
い
こ
ど
も
に
膏
っ
て
い

ま
す
。
入
園
募
集
は
毎
年
一
一
月
ど
ろ
i

これは視野測定器、おかあさんはぼくの繋寄稿畿に

ここを訪れた…児童聾饗背椙談所〈禽思レイさん〉で

その手をうえ1:::'"お庭いっぱいにおうたが流れ

ると、わたしたちは離の体擦をはじめます。

-
・
・
暗
部
文
化
祭
で
・
a
e

市
と
平
塚
市
出
用
年
面
協
議
会
が
共
催
し

た
第
一
国
平
塚
市
青
年
文
化
祭
は
八
月
二

十
八
日
市
民
セ
ン
タ
ー
に
翻
催
、
八
橋
地

区
青
年
の
ハ
ワ
イ
ア
ン
演
奏
、
金
問
問
脅
年

留
の
漬
酬
醐
一
一
新
し
い
開
制
の
按
紋
」
、
臨
磁

「
泣
卑
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の
弱
々
」
の
上
演
を
中
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に
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関
同
十
八
点
、
絵
一
盟
主
義
国
同
一
一
十
点
、
生
花

開
出
点
、
書
十
一
点
、
ペ
ン
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十
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機
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一
一
点
が
出
品
さ
れ
て
盛
況
で
し
た
。

己
の
交
化
祭
は
県
霊
変
化
祭
の
予
選
を

か
ね
た
も
の
で
、

5
ち
こ
十
二
点
が
平
塚

代
表
と
怠
D
用
の
段
階
で
金
問
背
年
砲
の

演
践
が
園
田
発
繁
r
品
、
ま
た
義
術
ヱ
裟
の
抑
制

で
小
宮
忍
子
さ
ん
の
-
ネ
ク
タ
イ
が
銭
押
に

は
い
E
ま
し
た
。

，、
4
3、3
3賀、府、
E
3グ、
d
奄・北、.、ム
S
E

ヨダ、
6ih苔
5
‘g-、

2.、

県
下
最
大
の

選
手
間
送
る

i
朝
間
部
大
会
体
育
部
・
.

一
方
、
県
下
勤
労
青
少
革
の
ス
ポ
ー
ツ

の
祭
典
神
奈
川
県
脅
年
大
全
体
育
の
部
が

秋
田
明
れ
の
九
月
十
一
日
滋
閉
山
総
合
滋
翫
場

安
中
心
配
ひ
ら
か
れ
、
そ
ろ
い
の
添
い
ユ

エホ
i
ム
も
一
揖
し
い
平
塚
市
議
事
岡
山
九
十

五
名
が
参
加
好
成
演
を
お
さ
め
ま
し
た
。

平
塚
市
@
役
員
選
手
一
聞
は
今
大
会
県
下

慶
大
で
、
陸
上
競
校
友
子
総
合
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
女
子
、
薬
道
の
一
一
一
愚
両
国
で
優
勝
、

陸
よ
競
技
男
子
総
合
、
間
男
女
総
合
玄
官

れ
ぞ
れ
擢
優
勝
告
と
げ
ま
し
た
Q

己
の
結

果
、
際
上
競
技
に
優
勝
し
た
男
去
一
一
揖
一
競

技
太
田
呂
田
夫
君
、
同
女
子
中
山
汎
子
さ
ん

京
ま
ハ
十
一
好
滞
留
寧
子
さ
ん
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
女
子
チ
l
ム
、
薬
遂
チ
ー
ム
が
晴
れ

の
県
代
表
と
な
BA諸
国
青
空
穴
会
へ
の
出

場
権
也
管
獲
間
帯
し
ま
し
た
。

ふかつ童書金子罪日弘零
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と

務自新潟社線

新日本名所案内上 e下

。〉

/
を
伝
え
た
も
百
本
会
鋭
、
幅
削
名
所

の
紀
行
交
錯
。

慨
瑚
者
は
、
日
本
の
代
表
的
作
家
七

十
五
反
炉
設
場
、
「
週
初
説
窃
」
V
科

連
載
さ
れ
た
も
の
ぞ
上
下
一
一
巻
に
設

と
め
た
も
の
で
あ
る
@

ひ
と
く
ち
に
名
所
案
内
と
は
い
え

B
本
一
一
}
農
法
ど
は
ふ
く
ま
れ
で
お
ら
伴
侶
。
鉄
道
忍
済
会
広
報
抑
制
議
。

ア
、
い
ま
ま
で
、
そ
の
地
名
古
え
知

ら
れ
な
か
っ
た
土
地
な
ど
が
多
く
選

ば
れ
、
北
は
利
尻
島
か
ら
南
は
奄
議

大
島
ま
で
、
地
万
の
田
宮
市
民
と
交
日
目
¥

さ
そ
う
ガ
イ
ド
畑
一
榊

近
く
に
い
な
が
ら
、
知
っ
て
い
る

よ
う
で
、
意
外
に
知
ら
な
い
と
ζ
ろ

が
多
い
@
箆
史
、
由
緒
あ
る
観
潟
地

も
、
時
代
と
と
も
に
変
貌
じ
よ
う
と

し
て
い
る
が
、
そ
の
疲
労
を
中
心
に

見
逃
せ
な
い
名
所
目
跡
を
、
緩
議
な

カ
ラ
l
写
糞
で
鱗
羅
レ
、
文
化
、
年

中
行
事
、
時
、
土
緩
品
集
に
い
た
る

ま
で
、
感
沢
山
広
東
内
ず
る
。

旅
醐
閣
を
さ
そ
う
、
実
用
的
な
ガ
イ
ド

-
ブ
ッ
ク
で
あ
る
。
日
本
の
協
同
会
孔

巻
@味

覚
の
山
得
議
釈

ー
盟
感
名
康
一
一
…
0
0
選
i

旅
す
れ
ば
、
ま
ず
は
名
援
e

会
溜

の
駅
売
り
名
護
の
製
品
誕
生
の
経
緯

と
、
そ
の
一
古
事
来
墜
と
、

で
、
自
然
環
境
の
す
ぐ
れ
た
溜
立
公

縄
問
国
定
品
蒔
瞬
、
策
立
州
北
襲
帽
の
地
新
社
〉
、

r
和
、
一
般
勤
労
者
と
そ
の
家
族
の
た
カ
メ
ラ
沼
懇
の
鐙
州
ハ

2
1

助
、
駒
田
会
な
レ
ク
リ
ェ

1
シ
認
ン
、
〈
木
草
枕
〉
、
山
絵
画
阿
波
採

震
遣
を
ほ
か
る
曾
警
察
て
ら
鑓
号
、
北
海
道
〈
山
田
一
議
院
)
、

れ
、
費
岡
市
磁
療
で
、
湾
代
的
危
設
備
沢
山
田
万
石
の
域
下
町
〈
相
川
出
番
園
出
)

が
整
え
ら
れ
で
い
る
。
佐
土
嗣
刷
物
誌
〈
来
来
社
〉
、
旅
余
竹

〉
-
/
)
}
(
/
〉

i
f

務
(
有
紀
欝
岡
田
〉
一
、
渓
谷
(
荷
柏
市
盛

お

楽

し

み

号

、

半

島

〈

8

〉
、
山
〈
主
力
J

ヲ
臼
本
空
の
旅
(
淡
焚
新
社
〉
、
融

途

中

下

車

号

室

(

篠

山

欝

〉

、

震

の

旅

臼
車
交
遜
会
社
醐
明
(
開
門
出
書
房
)
、
路
史
の
旅
ハ
人
物

虻
が
し
い
ピ
ジ
ホ
ス
旅
行
を
、
う
往
来
社
可
担
問
膝
史
の
旅
(
g
〉
名
作

る
お
い
の
あ
る
旅
行
に
か
先
、
わ
ず
の
ふ
る
さ
と
ハ
a
g

〉
旅
の
思
い
出
必
〈

か
な
時
間
を
、
有
意
義
に
楽
し
む
途
由
市
議
盾
〉



(7) 

[>秋の大そうじく3
衛生課は 10月初日~11月羽田ま

でを秋の大そうじ汚弱とし、市内

33700の金世帯に薬剤を無償で湿布

して、家の内外のいっせい清掃を呼

びかけています。

圏蓮華期j配布・大そ5りをfi'il:5世帯

にはマラソン粉再U250グラムと、

殺虫剤 f耳元理費夕日ウム 0，3%盟主主

製剤)20グラム各1ふくろ誉滅後

でさしげます。

磁波布方法・薬織はち大そうりのい

っせい実施をすす岳る地区組織を

濁じてまとbて夜付し、{盟人わた

しはしません。町会・綴入会がな

いとζろでは最低加盟主稽ぐらいの

燐担近所でまとまり、代表者が受

け取るよ告にしてください。

盛大そうじのしかた・家の内外の清

掃はもとよ担、台所の排水だめ、

妨火用水そう、臣室の空きびんや"2

きかんなども、そうじゃ取Dかた

ずけの対象にしてくださいa その

ほか怒宿する薬剤の袋にくわしく

説明がついています@重参考にして

効楽的il:大そうじをしてくださ

いe 大 そ5じには大鐘のごみがと包

ます。くず豊富さんに売れるものは

別にしてとみだけ帝おと討しになる

ように、とくにかさばるものは騨

体してよくなばねてください。援

が多いばあいは週 2留の収集臼に

11月15呂までに市役所商工諜

内芸能コンク ル事務局あて

脇市内在住/夜勤/のアマチ

ュアに娘晶、事務所~lj .鑓体

別に参加のこと。

わけでお出しください。月曜韓日と

火曜富白はごみが多く、どみ焼却場

の能力臼襲75トンをこえることが

あります。この日をざけるなど、

ぜひと協力ください。
，ー}、~一一一、"'_--，，--，，-

インフ}j..ヱンザ

衛生擦は11月から12尽にかけてイ

ンフルエンザの予妨盛窪を行ないま

す。かぜの流行拐をまえに、金銭で

お受けください。

寵題対重量・生後3か月以上の入金類、

保育霊童@幼技量醤 a小中学生などは

学校でします。

覇軍巡呂田署襲 。〈務 1思)

11月 7白金筒小学校土震小学設

， 8 B 鐙国公浸鐙金酪公民館

， 9B 問締公民重富 減島公民富宮

1? 108 旭公民館王宮沢小学校

， 11白神国公民館

12B I目立話之窓会E号館

， 21B 

お知らせ

喜芸書~1諮問. llJヲ3日こども音楽会/合格/

音楽研究/剣詩舞道・11え58演劇/詩吟/

パレ 'llfl68民話/琵琶(市民センター)

10月 23日謡曲 (i左手浜ホテノレ). 1lJ'l 6日邦楽

{主主主主呂館)
E是主主部門争 llfl3日-68絵画/書道/生
花/民主芸/鎌倉彫/盤景/人形/写真/愛

蔵品(.R，~社会体育館)

{王子主章子信教事響委集会]

(第 3穣郵便物認可〕 第 180号

i骨髄協詰

2 主8Eヨ 南原公民館八時書公民館

， 29B 松原公民館中原小学校

12月 1日花水公 民館

， 2白須賀公 民館

6 3臼 議士気公民舘

H 7日 空霊的台設遇場

豊富待問・各会場とも午後1時30分か

&3蒋まで。

※主主意 e次の人には接種できません

①鶏卵管食Jてると発熱や発しん、は

きけなどをおこす重量常体質の入。②

熱のある患者や心、臓路管系・じんE謡

肝麟怒とがわるい入、③糖際病患者

総気患者・病後で衰弱している人中

栄重量隠簿のある人.

狂犬病予紡

ζとし第 2慰留の狂犬病予防注射

と犬の登録受け付けを行ないます@

覇軍 1闘巡回にもれた犬が対象です@

愛犬手緩ど持参ーのうえ、もよむの余

揚へかならず.

車車対象・生後 3XA月以上の犬

II月21B 10~12時宮沢小学続・庶
子分青年会館、 13~ló時金額観音

前・中霊長公民書富

11月22日 10~12時金部公民館・量豊

回公民舘も 13~15時減騎公民鍍・

潤鱒公民館

11月24日 10~12縛真土公民重富・神

Z平塚吻関係1

13~15持!日耳目之宮公認

〈以下次号で〉

甥中小傘鍍緩拠資金'lOOn問まで/利率銭渉

2鵠 3鹿/返済12-36カ 月 以内

."，娘役儀近代化資金 IOD万円まで/a歩.

輯 ;3J!l(/滋 情"か月以内

聞公事態障会役儲焚会 100万円家で/沼移 2輯

3艦/返済60か 月 以 内

被以上資格は 1年以上市内に事業所をもっ費

本金5000万円以下、従裁定員 300人以下旬ゆ

小企業である ζ と. (神識'"県関係}
鋼一級事撰焚念・ 1金鶏 300万円.組合10岬

万円、組合転貸2000万円ま-0/日歩 2輯 5
筏以内/3年以内返済.資絡は資本金50曲
万円以下従議員300人以下め企撲〉

@小禽弾事機資金.100万同まで/伝歩 2晶 4
箆 /30.:o汚以内返済/資絡は焚本金目。万

円世帯良20人以守fゐ会鍵.

場中元・写来事鶏疑念 .1会認定 300万同.晶

合間00万円/釘tl>2揖 5屋以内/6か月以

内返済.
額融傷合理化資金・盤側 300万四、広言錨改穆

200方向、領制務世 100方向、旅鎗近代化

1000万円以内/隠歩 2輯 2盤以内/返済時

か月以内.

砲貿易機鈍拠金・ 500万円以内/自主炉 1輯 1.鑑
以内/1年以内返済.ー

提訴以上のほか、償J宥傑磁科補助/朝子補劾 .. 

どの緒制度があワます. <わ し 〈 は 経 続 部

甜こと謀関換係ベ: 穏 (22)1700-内線".
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慰
農
と
す
る
予
定
。

ち
の
方
は
詞
諜
(
二
一
一
馬
一

i
内
線
開
五
九
)
へ
と
連
絡
を
。

新
宿
建
設
第
一
一
次
五
か
年
計
留
が

実
施
に
う
つ
さ
れ
、
市
の
行
政
面
は

一
新
さ
れ
安
し
た
が
、
こ
の
な
か
で

沼
地
区
は
住
宅
地
に
指
定
さ
れ
た
た

吃

豊

富

援

を

す

る

に

そ

国

み

ノ

や
衆
の
改
良
計
開
聞
に
肯
ま
れ
ず
、
か

F

と
い
っ
て
市
は
向
田
定
の
し
っ
ぱ
な
レ

1
y」

で
何
も
曲
明
確
な
問
問
擦
を
市
箆
に
知
ら
ト
」

せ

て

い

ま

せ

ん

。

-

む

1
1

毎
日
何
回
戸
一
か
の
新
し
い
家
が
、
一
一
一

ムニ
M
Qハ
尺
〉
の
農
道
沿
い
に
建

ち
な
ト
白
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
の
ま
ま

一一

t
t一
年
高
お
加
し
た
な
ら
、
溜
地
F
ぬ

ほ
ど

5
な
る
こ
と
か
、
と
集
り
ら
れ

ま
す
。
先
百
隣
畿
の
長
持
地
区
で
お

き
た
火
災
の
と
き
は
、
農
道
が
鼠
回
出

し
て
最
新
式
の
治
践
が
な
ん
の
役
に

も
た
た
な
か
っ
た
ζ
と
を
思
い
あ
わ

せ
、
計
開
蹴
的
な
住
宅
地
の
閤
開
発
を
す

A

き
で
あ
る
と
痛
感
し
ま
し
た
。
新

市
建
設
の
闘
爆
後
碗
確
に
市
民
に
知

ら
せ
、
一

Bue早
い
実
施
を
お
願
い

し
ま
す
。相

嗣
滋
区
・
小
川
清
〈
農
業
〉

昭和41年 10fl 15日

農遂に沿ってふえる家屋

な開発を切望

思
く
行
な
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
昨
年
符

内
・
欄
醐
地
匿
の
人
た
ち
応
対
し
て
「

地
元
総
合
施
工
の
区
一
部
務
濯
を
行
な

う
よ
5
」
提
案
し
ま
レ
た
。
己
の
と

登
用
し
た
計
溜
は
徳
延
・
権
潟
地
区

営業につかう針重量器は、計量法に

よって、毎年 1回の定調検査が必要

です。疋しいはかりで、認しい販

売、廷しい証明をしてください。

覇軍検査の対象舎ものさしゃ巻尺など

の長さ晋h 天びんや台ばかDなど

の還さ雷h ます怠ど¢体

意書針。

翻定期検変巡E望日程・…'

11月初日-118 平塚競輪場

• 12慰霊回公民館

， 14目減島小学校(午前〉

農協向精支所 f午後〉

15日-18田 市 民 セ ン タ ー

19臼神田公民館

218 農協土沢支所 f午前}

農協活支所〈午後〉

8 22日農協金問支所 f午前〉

金目簡易水道事務所(後)

g 24日-25日 花水公王室館

g 26悶松原公民館

28日中原小学校

29日大野 農協八婚築荷所

30日四之宮公民館

12Fl18-2白 書富士見公民館

の
約
五
十
三
万
一
一
一
平
平
方

M
に
公
共

減
歩
率
平
均
一
一
O
%の
区
画
整
震
を

行
な
い
、
す
で
に
舗
装
が
窓
了
し
て

い
る
河
内
徳
延
線
を
中
心
広
東
西
に

八
辺
埠
路
一
本
と
六
l
囚
討
の
区
関

街
路
也
官
、
ま
た
宿
北
に
は
八
ぷ
道
路

二
本
と
六
れ
の
片
品
醤
街
路
を
新
設
し

て
七
十
八
プ
ロ
?
ク
を
造
成
、
間
内

徳
沼
地
線
を
境
い
に
南
犯
に
一
か
所
つ

つ
の
会
闘
を
整
備
嗣
し
よ
う
と
い
う
も

の
で
し
た
。
一
プ
口
ヲ
ク
は
一
一
一
戸
あ

た
E
百
坪
で
計
恥
押
す
る
と
十
宅
地
分

と
な
る
ゐ
の
で
す
。
区
績
は
、
東
雲

橋
か
ら
西
側
一
帯
で
、
北
は
新
設
さ

れ
る
国
道
湖
南
新
道
ま
で
、
一
隔
は
山

教浸からその学長になった。

守屋震度富市は三浦郡の入、永

年に亘って平塚小学校で教職に

携りその怒切な授業は町民感謝

の釣であった。また書告書家とし

ても著名であった。のち要法寺

住職となって終った。

守麗室英郎は平塚の入。平塚

小学校・平塚特設高等小学校に

勤務し豊富度か校長tこJ慰されたが

留持して受けなかったとい5挿

話の持ち主で健在。

守慶賞雅縮は平援の入、神奈

111照撹学官及び各地の学校長を

歴任し晩年は母校平塚第一国民

学校(崇警小学校〉援となD名

校長の霊平判の高かった人であ
お。

守録貫秀部は霞雅院の実弟で

東京市の箆良教震として幾度も

表彰を受け将来を嘱望されてい

たが若くして病没した。

費量先生の墓碗は弟子10人の

名iJ'刻ざんである。いまはその

一端を紹介したわけである。
大正13担 (924) 6月188質

量先生は病床の人となり教え子

たちの熱意祈念もその効なく66
才で長逝し、まさに巨星墜つの

滋を深からしめた。がその遺流

は各地に高く法燈をかかげて輝

やかしい活動をつづけている。

要法寺22tl主奨心鶴自欝上人と

震ったらちょっくらちょっとわ

かるまいが f守麗質重量先生の法

号j と習いたら古い平塚の人な

ら「なーんだ老先生のことか」

と懐しく思5にちがいない。
重量鐙治生は安政8年 (1859)

悪童同盟庵原郡に生まれ幼名を小

沼幾三郎と寄ったが$才のとき

今村田階の弟子となむのち平塚

宿要法寺守墜呂遂の跡を翼5て

その住織となった。

若い境地上の学林で学び詩文

にも秀いででいたが終君主謙遜し

て無学の痴受を称していた。

明治11年 (878)20才のと者

公立小学校崇藩館第二支授の教

績となったが{再々英才教湾に思

いを致し平援をはじ申として各

地に秀才をもとゆき主家を燦ぐ必

援のないこ男幼三男坊を貰レ可韮

けて錦子に加え本人の諦裂にし

たがい私財を割いて学費を絵し

その大成に綴侍した。

守盤費教腕は平塚の入、東京

高瀬普署蚤

害遊占主主主忠義語表宣言受轟長芋忠君事李 Z告長生手奨学よ雲

量 芸号 亀芝 亡事選号車主主主営実幸子宮 25主手 ZF長奪事長 2i
Z2特誌をさ辻23誌辞任話予2説話量

」苦い件、ば外がだ足レ担もらなち才のおっ てがで i 溺
事主 主主 5S主がへ普ちでてたおオるをを手ば子 し向も が

持むお;;て討欝撃器官ii32;?ら著書量
:5 -，のずにのもあな成ちそ 遜針策Y濃暗雲地 :10す相まそにい口とらし_'

。岳量五査定雪空ぞ雲主雪 韓診轟醸革 主宣言芸長是主喜重彦 Z堅

議蓄を認辞計時Eて土Tーする伝説き53三EHE
当 'f!!.ι 乙てい。 長二とでぶだも宮}仁人の。の法タト b おけい Jいせまけに彊i間以部長351害31諮問会iitiI55i
) ?雲Z53室長望号室語}忠信号持与はごそ22455ぷ

でし10人の名がきざんで昂る重量重量先生の護持〈中央3

あなたの知る範囲に、よい行ない
をした禽少年(20才未満}カぜいたら勉
氏名・年令・住所・学校または勤
務先・推薦潔織をお知勺せ〈ださ
い 幾薦者は伎所5記名をかならず
明記の二と 日践を開いません
広〈爾戻の縫驚をおまちします

鶴轟轟騒騒
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